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1 . 招聘の経緯
2017年度の明治大学国際交流基金事業外国人学識者招聘として、孫慰祖 (SunWeizu)先生を2017
年6月12日から 21日までの日程でお招きし、6月14日と 18日に駿河台キャンパスで公開特別講義
を実施した。この2回の講義録を『古代学研究所紀要』に掲載するにあたり、その趣旨や経緯を記し
ておくこととする。
孫慰祖先生は、上海博物館青銅研究部に所属する中国古璽印・策刻研究者である。年少の頃から書
と策刻を専門的に学び、策刻作品は中国・全国簗刻芸術展などで何度も入選を果たした実績をもつ実
作者である。そして、中国屈指の古璽印・封泥を所蔵する上海博物館の資料研究を基礎としながら中
国の古璽印研究を 30年来牽引されており、現在この分野の最高峰と評される研究者である。まず、
招聘の経緯を記す。
石川は、 2010年末以来、「漢委奴國王」金印の複眼的研究を進めている。 2010年に、岩波新書の日
本古代史シリーズ第1冊として『農耕社会の成立』を上梓した。弥生時代の基本的理解を叙述するも
のなので、「漠委奴國王」金印も当然取り上げねばならず、三浦佑之『金印偽造事件』（幻冬舎新書，
2006)の金印江戸時代偽物説にも触れつつ、考古学界はだれも疑わないと記した。刊行直後に、同氏
から厳しい指摘を受けたものの自ら責任を以て回答することができなかったために、ーから「漢委奴
國王」金印の研究を始めることになった。大谷光男『研究史金印』（吉川弘文館， 1974)・『金印研究論
文集成』（新人物往来社， 1994)から始まり，弥生時代研究史の中の金印の取り扱いを確認しながら、
論文•印譜・図録類など関係文献を徹底して集めて、基礎から金印研究を進めた。約 2年で後漢代の
製品とみて問題ないと、一応の結論を得ることができたが、資料に即した議論を進めるには、中国古
印研究の精度を上げることが何よりも必須であることは自明であった。
中国古印研究は、本格的には明代以来の長年の蓄積がある。とりわけ20世紀後半に、『中国印章概
述』 (1961)・『古璽印概論』 (1981)、『秦漢南北朝官印徴存』 (1987)などを著した羅福願が、中国古
印と研究の体系化を図り飛躍的に前進させた。さらに、羅福願の成果に基づきながら，古印印文の字
形などの風格、印文内容と文献史料との照合、出土資料の活用など，研究法の整理と体系化を行って、
中国古印研究の精度を著しく高めた研究成果を 1990年代から精力的に発表されているのが、孫慰祖
先生である。したがって、孫慰祖先生からじかに古印研究を学ぶことが必須であった。明治大学では
南京大学との交流が蓄積されており、賀雲闘先生の指導を得て中国古印研究を重ねて基礎体力を培っ
たのち、ようやく 2016年12月28日に孫慰祖先生を訪間して、「漢委奴國王」金印についての研究成
果を紹介して指導を仰ぎ、さらに2017年6月に明冶大学に招聘して、孫先生のご研究の要点を講義
していただくことが実現した。本紀要に収録したのがその講義録である。
2 特別講義について
孫先生には、事前に、①中国古璽印研究の体系に関する講義と、②古璽印研究の方法と成果の最先
端に関する講義の、 2つのテーマでご講演頂くようお願いした。これを受けて、孫慰祖先生の公開特
別講義は、 (1)「30年来の古璽印研究における新認識一曖昧から明晰へ、マクロからミクロヘ、印の
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中から印の外ヘ一」 (6月14日4限15:20-11:00/グローバルフロント 1階多目的室）、 (2) 「秦漢南
北朝璽印の断代研究」 (6月18日14:00-rn:oo/L 1011教室）と題して行われた。
講義 (1)では、①．殷代銅印が従来未確定であったが、 1990年代末から 2000年代初めの出土資
料で確定したこと、②．秦代印と前漢初期の印の識別が 90年代の秦南宮出土封泥群によって明確に
なったこと、③．漢魏晋代印の識別が、各地の発掘資料の類型学的検討と印面文字の文献学的検討、
さらには印鉦の変異を合わせることで精緻になったこと、④．秦漢代の封泥については封泥の用法の
変遇籾もも明確になったこと、⑤．匈奴語・西夏語・パスパ文字の印研究が近年大きく進んだことな
どを具体的に解説し、さらに漢～唐代の印体制の周辺諸民族への波及の問題や、近年の封泥群の多量
出士によって古璽印研究が急展開しつつあることが語られた。
講義 (2)では、古璽印断代研究の意義と研究史を解説したのち、①．考古学的発掘資料と印面文
字の文献学的検討の照合による断代標準の作成、②．印面文字の風格（微細な特徴・くせ）と紐形態
の類型学的研究による断代構築の方法、③．戦国代から南北朝期に至る製鋼技術の発展が印面を彫る
盤を規定することによる金工技術の展開をつかむ必要性、④．封泥の文字研究と封検形態の変遇洵f究
の実際、などを詳細にご紹介いただいた。
2回の公開特別講義では、東京大学・東京国立博物館・国立歴史民俗博物館・駒澤大学・専修大学・
大東文化大学・大正大学・立正大学・新潟県立大学・橿原考古学研究所・福岡市教育委員会などに所
属（元職を含む）される考古学・中国古代史・文字学・古爾印・書道・日本古代史など諸分野の専門
研究者、東京芸術院・全日本華人書法家協会・全日本策刻連盟・中国壽法家協会など書道・策刻界の
要人、さらには考古学・中国史・書道・策刻を学ぶ多数の方々のご参加を頂いた。孫先生のご講義を
2回もじかに聴講できた喜びを石川に語る方もおられた。孫先生が明治大学の招請に応じたことに驚
かれた方もあったが、石川の開会挨拶・趣旨説明を聞いて納得して下さったようである。また、後日、
神保町のある箋刻・書道専門古書店に寄った折に、箋刻・書道界でこの講義を話題にされる方がある
とも伺った。
なお、本紀要に2回の講義録を収録したが、ご留意願いたいことが2点ある。第ーは、講義では最
新情報にも触れていただいたが、それだけにそのオリジナル情報が十分公開されていない場合がある
ので、この講義録には収録できない部分があることである。第二は、講義録であるために、引用・参
考文献は割愛したことである。孫先生には、次のような主だった著作（著書・編著・主編）があり，
ここに収録した情報・資料については、これらを確認されれば、基本情報に辿りつけるはずであるの
で、ご参照願いたい。
『両漢官印雁考』（上海書画出版社・大業公司， 1993)、『古封泥集成』（上海書店出版社・ 1994)、
『孫慰祖論印文稿』（上海書店出版社・ 1999)、『上海博物館蔵品研究大系 中國古代封泥』（上海
人民出版社・2002)、『封泥：発現与研究』（上海書店出版社・2004)、『可齋論印新稿』（上海辞書出
版社・2003)、『可齋論印三集』（上海辞書出版社・2007)、『中国印章歴史と芸術』（外文出版社・
2010)、『歴代璽印断代標准品図鑑』（吉林美術・ 2010)、『中国璽印笈刻通史』（東方出版中心・
2016)、『可齋論印四集』（吉林美術出版社・ 2016)。
なお、公開特別講義の内容について、中国エ商銀行東京支店が発行する電子新聞・中文導報6月24
日版に詳しく紹介され、また、毎日新聞8月17日夕刊でも「国宝・金印論争（福岡市・志賀島出土）
溝の形は何を語るのか」と題する記事で， 6月18日の講演と議論が紹介された。
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3. 招聘期間中の資料調査など
孫慰祖先生には招聘期間中、明冶大学インターナショナルハウスにご夫妻で滞在して頂き、様々な
研究活動をしていただいた。先生の資料調査に同行し、 実物資料をもとに孫先生の研究法をじかに学
び、また意見交換することができたのは望外の幸せであった。6月16日（金）に岩手県立博物館を訪
問して、館蔵の太田孝太郎中国古印コレクションのすべてを観察することができた。孫先生は元代の
印に特に重点を置いて観察されていたが、舵紐印の再加工品をはじめ漢魏晋代の印についても意見交
換できた。6月19日（月）には、東京大学考古学研究室および東京国立博物館所蔵の封泥，特に楽浪
出土資料を調査された。また、期間中、 東京芸術院 ・全日本華人書法家協会 ・全日本簗刻連盟 ・中国
書法家協会の方々との意見交換 ・交流の機会もあり、精力的に活動されたことにも感銘を受けた。
このように今回の招聘で、孫先生の中国古璽印研究の方法と成果の骨格を学ぶことができたのは、
私のような中国古璽印研究の新参者としては例えようのない喜びであった。また、これまで交流のな
かった諸分野（中国古代史 ・書道界など）の専門家との厚誼も得て、今後の古璽印研究の大きな支え
になるとも感じた。
上記のように、公開特別講義はさまざまな分野からの参加を得たが、孫先生の充実した講義内容は
それぞれの方に深く刻み込まれ、日本における中国古璽印研究は厚みを増す契機となったと確信する。
「漢委奴國王」金印研究についてはこの間、 賛否両論議論しているが、公開特別講義当日は、双方と
も関係者が参加しており、 今後の議論にも少なからざる影孵をもたらすに違いない。今回の招聘の意
義とその波及効果は計り知れないものがあると考える。
なお、孫慰祖先生の招聘期間中の通訳および講義録翻訳については、石黒ひさ子氏に献身的なサポ
ートをいただいたことを付記しておく。
6月14日第1回公開特別講義
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